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· 出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・佐々木ＡＯＭより～本日より、各病棟の「入院予定」「退院予定」の入力について「病棟SGM・JGM」又は「その日のリーダー」が入力をしてください。「担当者が入れる」等ということはありませんので、注意してください。

・定期リネン交換について～毎回リネンの上に枚数が書かれた用紙が貼り付けられていますので、都度確認し、足りない分は棚から補充し配布して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・高橋　康満様～本日、甥の工藤様より12/6(火)に来院すると架電がありました。主治医に情報提供、15：30からと設定し、留守番電話にメッセージを入れています。

・松川　順子様～本日13：30より本人、ＰＳＷ、社協スタッフと面談を行っています。SW三浦より、本人は12/16 14:00退院希望しているとの事。

・松川　順子様、日向端　庸男様～本日9：30～11：45デイケア体験利用のため外出しています。

・宮本　建蔵様～本日15：30に青山荘宿泊体験より帰院しています。

・原　吉郎様～本日より定期薬開始となっていましたが、昨日の薬セット時より本人の薬管理について不明瞭になっています。臨時薬から定期薬に変更時や自己管理開始時には、服薬やセットの確認、服用後のカレンダーの確認を徹底していきましょう。また、上記の事があったので、現在、本人様の薬カレンダーはスタッオフィスに預かっています。

・元沢　政治様～浪費傾向が強い事から、受持ちスタッフと1週間4000円までと約束し、しばらく様子をみる事にしています。11/27(日)～12/3(土)の間で4000円以上使用していなければそのまま様子観察し、超えている場合は金銭スタッフ預かりと本人納得の上で決めています。

＜注目患者様＞

・原　吉郎様～自分の状態については5段階で話しており、2～3との事です。本日は午前中は表情の冴えなさが続いていましたが、本人からの訴えは無く、各プログラムにも拒否なく参加しています。

・五日市　規様～昨日、定期薬1週間分問題なくセットしています。

　　　　　　　　病棟移動してからも穏やかに過ごしていますが、連日同じ服を着ていたり、入浴時の洗身も不足な状態である他、ＧＨより搬入した服も悪臭あり洗濯を促されても「誰がやるの？」と意欲がありません。搬入後の身辺整理も本人は何もする気がなくスタッフが行っています。また、記銘力が低下しているのか、私物について「何に使うの？」と忘れています。保整面についてはその都度介入していきましょう。

・松谷　和也様～各プログラムには参加していますが、日中は臥床し、夜間にテレビを見て過ごしています。

　　　　　　　　本人の服が少なく、夜間も日中と同じ服装で眠っています。他の服はいらないと話しており、スタッフより購入を促されても何も返答しません。

・高山　英佐様～本日はソワソワ感の訴えは無く、各プログラムにも参加しています。日中の臥床傾向は続いているため、引き続き、日中の活動時間を増やしていけるよう関わっていきましょう。

・水梨　礼子様～11/28(月)に転入してからは痺れの訴えはありますが、病的体験に左右された言動・行動はありません。訴え時にはその都度対応していきましょう。

　　　　　　　　病棟移動してから本人からの訴えはありませんが、妄想が強い方の為、引き続き、精神状態の観察をしていきましょう。

＜勉強会＞

精神障害者の地域生活を支えるために

～生活に関わるサービス～
＜精神障害者保健福祉手帳＞

　精神障害者保健福祉手帳(以下手帳)は、精神疾患を有する方のうち、精神障がいのため長期にわたり日常生活または社会生活への制約がある方に対し、社会復帰を支援する事目的に作られたものです。手帳を持つことで、一定の精神障がいの状態にあることを証明する手段となり各種サービスを受ける事ができます(等級によって利用できる内容が異なる場合あり)。

《手帳に基づく福祉サービス》

　＜重度心身障害者医療費の助成＞

　　　1級の方で、手帳交付日が65歳未満の方が対象。精神科及び一般診療科等の通院や入院、薬局で調剤を受けた場合の一部負担金を助成しています。ただし、本人または配偶者、扶養義務者に一定限度以上の所得がある場合には支給が制限されます。

　＜精神通院医療＞

　　　精神疾患のため継続して通院医療が必要な方が対象で、この申請には医師の診断書が必要となります。

　　　精神科の通院医療費が原則として1割自己負担になるというものですが、保険証世帯の所得水準及び疾病・病状に応じて月額の負担額に上限が設定されています。

　＜税制上の優遇措置＞　全国一律！

　　　手帳により、税金の優遇措置(控除・減免・非課税)を受ける事ができます。

　　　・所得税、相続税、住民税の障害者控除

　　　・贈与税の非課税

　　　・預貯金利子の非課税　等

　＜バス特別乗車証の交付「ほほえみ共通バス券」＞

　　　市では、手帳の交付を受けている方にバス特別乗車証が交付されています。市営バスと南部バスが利用可能(市内のみ)。

　＜県内民間及び市営バスの運賃の割引＞

　　　県内の民間バス(南部バス、十和田観光バス、弘南バス、下北バス、ＪＲバス)及び市営バスに乗車した場合、手帳を掲示すると運賃が5割引になります(定期乗車券は3割引)。

　＜県内民間鉄道の運賃割引＞

　　　交付を受けている方及びその介護人が介護のため乗車するとき、乗車券を購入する際に手帳を掲示すると、県内民間鉄道会社(津軽鉄道、弘南鉄道、十和田観光電鉄、青函トンネル記念館の全路線)の鉄道運賃が5割引になります(JRは除く)。

　＜生活保護法の障害者加算の認定＞　全国一律！

　　　1級・2級で生活保護を受給している方は、障害者加算の対象となります。

等々・・・

《障がい福祉サービス》
障がい者が自らサービス内容や事業者を選択し、契約によりサービスを利用できる制度。（介護保険の認定を受けている方は、介護保険サービス優先）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　精神に関係が

　＜主なサービス＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あるもの

　　☆訪問によるサービス・・・居宅介護、短期入所、行動援護

　　☆日中活動のサービス・・・自立訓練、生活介護、障がい児通所支援

　　☆就労支援サービス・・・・就労移行支援、就労継続支援

☆居住系サービス・・・・・共同生活援助(グループホーム)、共同生活介護(ケアホーム)、

　　　　　　　　　　　　　宿泊型自立訓練

☆地域生活支援事業・・・・相談支援事業、日中一時支援事業　　　　　　　　　等

　＜サービス利用までの流れ＞

	サービスの

相談・申請
	
	認定調査
	
	審査会
	
	支給決定通知

受給者証送付
	
	事業者と

契約・利用


　☆申請には、手帳、世帯状況・収入の確認書類、印鑑等が必要

　☆申請から利用決定まで1～2ヶ月程度

　☆サービス利用にかかる費用負担は原則1割(所得に応じた上限額あり)

《生活福祉資金》

　　この制度は、低所得者や高齢者、障害者の生活を経済的に支援するための貸付制度です。経済的支援に合わせ、貸付から返済完了まで民生委員が相談支援を行います。

窓口は市区町村社会福祉協議会となっており、原則連帯保証人が必要ですが、連帯保証人なしでも貸付可能です(教育支援資金は世帯内で連帯借受人が必要)。

＜貸付の種類＞

	総合支援金


	生活支援費

住宅入居費

一時生活再建費

	福祉資金
	福祉費

緊急小口資金

	教育支援資金
	教育支援費

就学支援費

	不動産担保型生活資金
	不動産担保型生活資金

要保護世帯向け不動産担保型生活資金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


障害者世帯の貸付対象・支給要件

身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた者等(現に障害者総合支援法によるサービスを利用しているなどこれと同程度と認められる者を含む)の属する世帯。










